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【小口多頻度・短いリードタイム配送の抑制】
リードタイムを1日延長することによる配車効率の向上

４．実証実験案

商品の発注翌日に配送を行うと、トラックの手配に手間がかかり、混載の場合には積載率が低いまま配送を
行ったり、直前まで配車できるトラックが見つからず、指定の時間に間に合わなかったりすることもある。

そのため、発注から配送までのタイムラグを1日延長し、配送頻度や1日の配送量は変えずに効率的な配送
を行う。

1日前発注

前日手配のため配車が間に合わない、
効率的な積載が出来ないことがある

2日前発注

前々日手配のため、余裕を持った配車が可能。隔日発注で
はなく、単に発注から配送までが1日増えるだけなので、1日
あたりの配送量等は変わらず、現場への負担も少ない。
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【車両積載率の向上、小口多頻度・短いリードタイム配送の抑制】
発注回数（もしくは最低発注量）の削減による配車効率（積載率など）の向上

積載率が低い地方部や、中小メーカー品等
においては、トラックの積載率が低いことも少
なくない。

日持ちする加工食品等に関しては、発注を
隔日にして、積載効率を上げることが可能で
ある。

その際、荷受側の繁閑を平準化するため、ア
イテムの種類によって荷受する曜日を決める
といった工夫が必要となる。

４．実証実験案
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【荷姿の標準化】
パレット化による荷役時間の削減

インスタントラーメン等、軽くて単価の低い商品や、ロットが大量にまとまらない中小メーカーの商品等で依然
としてパレットを利用しない積荷も少なくない。

これらをパレット化するだけでも、大幅な荷役時間の短縮化に繋がると考えられる。

４．実証実験案


